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朝日新聞 

北海道新聞 

日刊留萌新聞 

北海道通信社 
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北海道新聞 令和４年（２０２２年）５月３１日（火）に掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（２０２２年）６月２日（木）掲載 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（２０２２年）６月２日（木）掲載 

 

 



 

 

 

2022年 6月 4日(土) 北海道新聞に掲載  

 

 

 



 

 

 

2022年 6月 18日(土) 日本農業新聞に掲載  



 

 

2022年 6月 26日(日) 北海道新聞に掲載  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年７月１日(金) 北海道新聞に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 7月 6日(水) 北海道通信社に掲載  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2022年 7月 9日(土) 北海道新聞に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｃｅｎｉｃ Ｂｙｗａｙ vol.29 夏秋'22に掲載 

 

 

 

 

（北海道ドライブ観光推進コンソーシアム、一般財団法人 北海道開発技術センター） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（２０２２年）７月１２日（火）掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）７月 15 日（金）掲載 



 

 
 

 

2022年 7月 15日(金) 北海道新聞に掲載 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）７月 22 日（金）掲載 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 7月 27日(水) 北海道新聞に掲載  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）７月 28 日（木）掲載 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

2022年 8月 1日(月) 北海道新聞に掲載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 8月 2日(火) 北海道新聞に掲載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）８月３日（水）掲載 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）８月４日（木）掲載 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）９月１日（木）掲載 



 

 

 

 

令和４年（2022 年）９月７日（水）掲載 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）９月８日（木）掲載 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年９月７日(水) 北海道新聞に掲載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年９月 10日(土) 北海道新聞に掲載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年９月 11日(日) 北海道新聞に掲載  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年９月 12日(月) 北海道通信社に掲載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）９月 29 日（木）掲載 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年（2022 年）10月 4 日（火）掲載 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道新聞 令和 4年(2022 年)１０月５日(水)掲載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022 年）10月 14 日（金）掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 10月 18日(火) 北海道新聞に掲載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和４年（2022 年）11月 1 日（火）掲載 

 

 

 

 

 



 

 



 

くま獅子舞、苫前商高生が猛稽古 ３日発表会、ライブ配信も 

 【苫前】苫前商業高の１年生１８人が、郷土芸能「くま獅

子舞」の稽古に励んでいる。郷土の歴史を学ぶ地域学の

一環で、９月下旬から稽古に取り組む。晴れ舞台となる同

校の体験発表会は３日。本番を控えて最終となる稽古で

生徒たちは、同校体育館で町くま獅子保存会の指導を受

けながら、くま獅子の動きや、笛と太鼓の演奏の調和を入

念に確認した。 

 

 町の無形文化財でもあるくま獅子舞の題材は、クマの襲撃で７人が死亡した１９１５年（大正４年）の「三

毛別（さんけべつ）ヒグマ事件」。町民が悲惨な出来事を後世に伝えようと、７０年代に考案した。１年生は

今春から事件の現場を見学するなど歴史を学んだ後、保存会の花井秀昭会長（６２）ら会員の指導で稽

古を積んできた。 

 くま獅子舞は、クマの来襲から猟師による駆除までを描いた４５分に及ぶ長編の演舞。今回は小学生用

に１５分にアレンジされた短縮版を選んだ。生徒たちは熊頭（獅子舞）と村人役の出演者、太鼓と笛の演

奏担当の４パートに分かれ、町公民館や同校体育館で６回の稽古に汗を流した。 

 リハーサルを兼ねて行った１１月３０日の稽古でも、「熊頭の前側と後側で動きがちぐはぐだ」などと保存

会の厳しい指導を受けた。熊頭担当の粕谷寿至（こてつ）さん（１６）は「演奏と動きを合わせるのが難しい

が、クマの迫力ある動きは楽しい」と話す。笛を担当する石井里佳さん（１６）は「練習時間が足らず、高音

が出しにくいけど頑張ります」という。 

 保存会は会員の高齢化などで途絶えていた公演を２０１７年に１０年ぶりに復活させ、郷土芸能の継承

に努めている。花田会長は「苫前の歴史を演じてもらうことで、生徒に郷土への思いを育んでもらえたら」

と期待する。 

 発表会は同校体育館を会場に３日午後１時開演で、くま獅子舞は同２時１５分ごろから行われる。ただ、

会場への入場は、新型コロナウイルス感染対策で保護者と来賓に制限。このため、町教委は動画投稿サ

イトＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ）でライブ配信し、町公民館でパブリックビューイングを行う。（竹内博） 

北海道新聞 電子版 2022年 12月 2日  
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木札に集中 素早い動き 苫前商高伝統のかるた大会 

 【苫前】苫前商業高の年末恒例の伝統行事「下

の句かるた大会」が同校体育館で開かれ、生徒た

ちが熱戦を繰り広げた。 

 生徒会の主催で１９８７年から開催され、今年は

２３日に実施した。１チーム３人一組で計１１チー

ムが出場し、町内のかるたサークルが読み手を務

め、トーナメント戦で優勝を競った。 

 生徒は国語の授業や放課後の時間を使って練

習に励んだ。試合で生徒たちは目の前に並べた

木札に全神経を集中し、下の句が読み上げられると素早い動きで札を取り合っていた。休み時間も返上

し練習を重ねた貝塚奏七（そな）さん（３年）は「高校生活最後の思い出になりました」と話していた。 

 昼休みには町内の農家と漁業者が新米とタコを提供し、生徒は炊きたての白米と新鮮なタコの刺し身で

郷土の味を堪能した。（竹内博）   

 

 

苫前商高、留萌管内の最優秀賞 「絆づくり」メッセージ部門 

 

 【苫前】本年度の「絆づくりメッセージコンクール」（北海道い

じめ問題対策連絡協議会主催）の「ことば・メッセージ部門」高

校団体の部で、苫前商業高生徒会が留萌管内の最優秀賞を

受賞し、１９日に同校で留萌教育局から賞状が贈られた。 

 道教委などでつくる同協議会は、いじめやネットトラブル根絶

を目指し、毎年、小、中、高校生対象に、ポスターやことばでメ

ッセージを募っている。本年度の同部門には留萌管内から１７

点の応募があり、同校生徒会の「友達に 応えてあげよう君の

声 求める人が救われる」が選ばれた。 

 留萌教育局の川村秀明局長から、生徒会会長の嶋田開さん（２年）とメッセージを考えた林裕真さん（１

年）に賞状が手渡された。嶋田さんは「生徒会では今後もメッセージの募集を行い、いじめのない過ごし

やすい学校をつくりたい」と話していた。（竹内博） 

北海道新聞 電子版 2022年 12月 23日 
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苫前商高生が除雪に汗 古丹別の独居老人宅で奉仕活動 

 【苫前】苫前商高生が、学校がある町古丹別地区の独居老人

宅で除雪ボランティアに取り組み、地域貢献活動に汗を流し

た。 

 同校が毎冬行う奉仕活動で、今年は１、２年生２５人が２２日

に実施した。今回は羽幌署の苫前、古丹別駐在所員２人も参

加した。生徒は３班に分かれ、お年寄り宅３軒を訪問。スコップ

やスノーダンプを使い、家屋の周辺や窓などの雪かきに励ん

だ。 

 家の裏に１・５メートルほどの積雪があった水谷晴雄さん（９

２）は「昨冬より雪は少ないが、裏に面した窓が開けづらいので助かります」と感謝した。生徒会長の嶋田

開さん（２年）は「少しでも地域の人の力になれれば」と話していた。（竹内博） 

北海道新聞 電子版 2023年 2月 24日 

 

教育予算「実感できた」 苫前商高生が町議会傍聴 

 

 

 【苫前】苫前商業高の２年生６人が

８日、町議会を傍聴した。来月の統

一地方選を前に新年度で１８歳の選

挙権年齢を迎える生徒に、町政の仕

組みを知ってもらおうと実施した。 

 この日は定例会２日目で、新年度

予算の提案説明が行われた。質疑

応答はなかったものの、生徒たちは

熱心に耳を傾けた。 

 生徒会長の嶋田開さん（１７）は「教

育関係の予算に少なくないお金が使われていると実感した」と話す。来月で１８歳になる西田春菜さん（１

７）は「自分たちの学校にも予算が付けられており、参考になった」と話していた。 町議会は新年度の各

会計予算案など議案９件を審査する予算特別委を設置し休会した。１４日に再開し一般質問を行う。（竹

内博） 

北海道新聞 電子版 2023年 3月 8日 

 

https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list/?article_id=806924&pid=12934298
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list/?article_id=806924&pid=12934298
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list/?article_id=813259&pid=12960177
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list/?article_id=813259&pid=12960177
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list/?article_id=806924&pid=12934298
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list/?article_id=813259&pid=12960177


 

＜苫前＞全商１級３種目取得 苫前商業高３年・森井柚稀さん 

 卒業式で協会表彰 

 

 【苫前】苫前商業高の３年の森井柚稀（ゆずき）さん（１８）が、全

国商業高校協会主催の検定試験１級を３種目以上取得し、４日の

卒業式で表彰された。 

 ３種目以上の取得者が卒業年次に同協会から表彰を受けてお

り、２０２２年度は森井さんがビジネス文書実務検定など３種目に

合格した。生徒会長を務めた森井さんは「タイピングは生徒会活

動で入力する機会が多く、自然と上達しました」と話す。 

 森井さんは４月から北翔大（江別市）の心理カウンセリング学科

へ進学する。「将来は公認心理士を目指したい」と夢を語り、「苫前

商業高では地域のボランティアや生徒会活動などを体験し、人間

力が上がりました」と母校に感謝した。（竹内博） 

 

 

教育予算「実感できた」 苫前商高生が町議会傍聴 

 

 【苫前】苫前商業高の２年生６人が８日、町

議会を傍聴した。来月の統一地方選を前に

新年度で１８歳の選挙権年齢を迎える生徒

に、町政の仕組みを知ってもらおうと実施し

た。 

 この日は定例会２日目で、新年度予算の

提案説明が行われた。質疑応答はなかった

ものの、生徒たちは熱心に耳を傾けた。 

 生徒会長の嶋田開さん（１７）は「教育関係

の予算に少なくないお金が使われていると

実感した」と話す。来月で１８歳になる西田春菜さん（１７）は「自分たちの学校にも予算が付けられてお

り、参考になった」と話していた。 

 町議会は新年度の各会計予算案など議案９件を審査する予算特別委を設置し休会した。１４日に再開

し一般質問を行う。（竹内博）     北海道新聞 電子版 2023年 3月 9日 
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苫前商高と初山別小、道教育実践学校表彰 

 

 【苫前、初山別】優れた教育活動に贈られる２０２２年

度の道教育実践表彰の学校表彰に、留萌管内から苫

前商業高（佐藤恵一校長）と初山別小（安居和（むつ

み）校長）が選ばれた。 

 苫前商業高は生徒の企画による自転車ツーリング事

業や郷土を学ぶ地域学（とままえ学）の導入、初山別小

は児童の学力向上や学校改善への取り組みが評価さ

れた。 

 伝達式は１７日に両校で行われ、留萌教育局の川村

秀明局長が両校の校長に表彰状と盾を手渡した。苫前

商業高の佐藤校長は「地域とのつながりを大切に、今

後も魅力ある学校づくりに励みたい」と語った。安居校長は「教職員一丸となって取り組んだ結果なので、

大変うれしい」と述べた。（竹内博）北海道新聞 電子版 2023年 3月 22日 

山本建設工業に感謝状 苫前商高 学校環境整備で 

 【留萌発】苫前商業高校（佐藤恵一校長）は 

１２日、同校で苫前町内の建設企業・山本建設工

業㈱に感謝状を贈呈した。同校敷地内の除雪およ

び学校敷地内の樹木の剪定に取り組んだことに対

するもの。佐藤校長は同社の取組に謝意を示し

た。同社では、卒業式会場の万が一の避難経路の

確保として同校敷地内の除雪を３月に実施。敷地

内樹木の剪定は、生徒たちが安全・安心に登下校

できる環境を整えることをねらいに４月に実施し

た。同校では同社の取組に対して感謝状を贈ることとした。この日、山本道浩社長が同校を訪

問。佐藤校長が山本社長に感謝状を手渡した。山本社長は、３月に同校を卒業した生徒が同社に

就職しており、４月の敷地内樹木の剪定に初の現場作業として参加したことに触れ「苫前商の卒

業生が入社し、会社も若者から元気をもらっている。苫前商で学んだ卒業生が地域に残って働い

てくれることが何よりうれしい」と話した。             

北海道通信 2023-04-21 付 
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苫前の桜祭り４年ぶり開催 ５月７日、古丹別緑ケ丘公園で  商高生のカフェも 

 

 【苫前】古丹別緑ケ丘公園桜祭り（実行委主催）

が５月７日、２０１９年以来４年ぶりに開催される。

コロナ禍で２０年から３年連続で中止していた。公

園周辺にはエゾヤマザクラやチシマザクラなど約

８００本の桜があり、留萌管内の桜の名所として

知られる。今回は苫前商高生のカフェ「苫カフェ」

などの露店が並び、実行委では「久しぶりの祭り

気分を味わって」と来場を呼び掛けている。 

 実行委によると、２５日現在、桜の大半を占め

るエゾヤマザクラは二、三分咲きで、大型連休最

終日の祭り当日には見頃を迎えそうだ。実行委では今春の暖気を考慮し、開催時期を例年より１週間早

めた。実行委事務局の加藤隆雄さん（７１）は「連休中に咲き始めてくれたら、祭り当日には満開になりそ

う」と期待する。 苫前商高は１年から３年の１１人がカフェを出店。生徒が入れたコーヒーやカフェオレを

提供するほか、地元の上田ファームの菓子パンを販売する。２０２１年から取り組むカフェは今まで町の

公民館フェスなどで開催してきたが、イベントへの出店は初めて。生徒たちはドリップコーヒーの入れ方を

練習し、準備に励んでいる。 祭りは午前１１時に打ち上げ花火で開幕。留萌出身の演歌歌手窪田みゆ

きさんの歌謡ショーやカラオケ大会、地元の郷土芸能「豊饒（ほうじょう）太鼓」演奏を予定している。 

 会場には商工会なども露店を出し、焼きそばやたこ焼き、ビールなどを販売する。焼き肉用のコンロ、網

は無料で貸し出すが、会場で肉類の販売は行わず持参が必要だ。 

 問い合わせは古丹別支所内の実行委事務局、電話０１６４・６５・３３１１へ。（竹内博） 

北海道新聞 電子版 2023年 4月 26日 
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自転車で道北ぐるり のんびり派も本格派も楽しんで 田園風景、樹

種の変化眺め アイヌ文化触れるコースも 

 

 春の心地良い風に吹かれ、自転車のペダルをこぐ人が増

えてきた。身近な買い物などで自転車に乗る人も、ゴールデ

ンウイークは少し距離を延ばしてサイクリングを―。道北に

はサイクリングルートがたくさんある。サイクリングや自転車

観光の魅力を紹介する。 

 上川、留萌、宗谷管内の道北一円には、さまざまなサイク

リングルートが広がっている。観光施設や景観スポットと絡

めたルート設定や、自転車が走行しやすいよう環境整備も進

む。サイクリストにとって、本格的な走行から、のんびり楽し

めるコースまで盛りだくさんだ＝地図＝。 

 国道、道道を管理する開発局、道が事務局の北海道サイ

クルルート連携協議会は市町村や観光団体、自転車関係団

体と協力し、ルートを設定している。旭川市から宗谷岬まで

と、利尻島１周の「きた北海道ルート」（全長３７２キロ）、丘陵

地帯やラベンダー畑などを巡る「富良野美瑛サイクリングル

ート」（全長２７７キロ）、増毛町から天塩町までをつなぐ「オロ

ロンライン・サイクルルート」（全長約１４０キロ）がある。 

 「きた北海道」は国道４０号に並行して道北を縦断する。塩

狩峠越えはあるがおおむね起伏が少なく、緩やかな下りが

続く。なよろ観光まちづくり協会の畑中覚是事務局長は「田園風景や樹種の移り変わりなど景色の変化を

味わってほしい」とＰＲ。ＪＲ宗谷線に沿うため「（自転車を専用の袋に収納する）輪行でＪＲも活用できる」

と話す。 十勝岳やラベンダー畑などの絶景がポイントの「富良野美瑛」。丘陵地帯はアップダウンが激し

く上級者向け。富良野美瑛広域観光推進協議会は「交通量の少ない道が多く、伸び伸び走れます」とアピ

ールする。 「オロロン」は今年３月に追加された。苫前商業高の生徒が製作したサイクルラックを道の駅

やカフェに設置するなど整備が進む。留萌開発建設部は「市町村や民間事業者と協力し、地域資源を掘

り起こして環境づくりを図る」。留萌振興局のホームページ（ＨＰ）では観光地や走行距離、高低差などを

示した地域別の６ルートを紹介。道の駅に案内チラシを置いている。 

 ユニークなコースセッティングもある。旭川市はアイヌ民族ゆかりの地を組み込んだコース「レラ・ル」を

設定する。全長６０～１２０キロで４コース。突哨山チャシ跡や嵐山公園の「アイヌ文化の森・伝承のコタ

ン」などを巡ることができる。「自転車を通じてアイヌ文化に触れてほしい」（市観光課）と勧める。 

 このほか、観光団体などがつくったルートが数多くあり、各ルートを紹介するマップや地図は、関連する

インターネットのホームページや役場、道の駅などで手に入る＝表＝。（桜井則彦） 

北海道新聞 電子版 2023年 5月 2日 
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サクラ８００本、気分も満開 苫前で４年ぶり桜祭り 

 

 【苫前】古丹別緑ケ丘公園桜祭り（実行委主催）が７日、

２０１９年以来４年ぶりに同公園で開かれた。町内外から

多くの花見客が訪れ、焼き肉や歌謡ショー、地元の郷土

芸能「豊饒（ほうじょう）太鼓」の演奏などを楽しみ、コロナ

禍で中断していた久しぶりの祭り気分を味わった。 

 公園と周辺には約８００本の桜があり、エゾヤマザクラ

は盛りを過ぎたが、淡いピンクや白色のチシマザクラは見

頃を迎えた。この日は青空が広がる花見日和で、祭り開

幕の午前１１時前から、会場はコンロで肉や海産物を焼く

来場者でにぎわった。 

 会場には町商工会など地元有志の露店も並んだ。苫前

商高生もカフェ「苫カフェ」を出店し、生徒が入れたコーヒ

ーやカフェオレが人気を集めた。 

 祭りに先立ち、同公園内の平和の鐘戦没者慰霊堂では

「平和の鐘慰霊法要」が執り行われ、留萌管内の遺族ら２

０人が戦没者の冥福を祈った。（竹内博） 

 

 

苫前商高運営、地域と一体で コミュニティ・スクール初会合 

 【苫前】苫前商業高は本年度から地域住民が学校運営に携わ

るコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を導入し、初会合

を同校で開いた。 

 コミュニティ・スクールは学校運営に保護者や地域の声を生か

し、地域と一体となり特色ある学校づくりを進めるのが狙い。協議

会は学校運営について話し合い、道教委や校長に意見を述べる

ことができる。４月２７日の初会合には、佐藤恵一校長と地域の

委員ら計１６人が出席。会長に町議の早川日出利氏（６７）を選出

し、学校側が学校運営の基本方針を説明した。 続いて「地元の生徒にとって魅力ある高校とは」をテー

マに意見交換を行った。委員からは「中学校と高校で合同の部活動練習を行っては」「商業高校としての

強みをアピールしては」などの意見が出た。 また高校側からはインターンシップや企業見学、外部講師

依頼への協力などの要望が出された。（竹内博） 

北海道新聞 電子版 2023年 5月 8日 
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苫前商業高生、苫前中で学校説明会 独自科目や「とまカフェ」紹介 

 

 【苫前】地元の中学生に学校の魅力をＰＲしよう

と、苫前商業高（佐藤恵一校長、３０人）は２２日、

苫前中（西山智章校長、６３人）で初の学校説明

会を開いた。苫前出身などの商業高生５人が、同

校独自の教育科目「とままえ学」や２２０キロを走

破する自転車ツーリング、生徒が入れ立てのコー

ヒーを提供する「とまカフェ」などを紹介した。 

 同校はこれまで体験入学を行ってきたが、地元

中学で全校生徒を対象に行うのは初の試み。今

春の入学生は６人と少なく、入学が２年連続１０人

未満だと道教委の再編対象となるため、苫前中

の協力で説明会を実施した。苫前商の佐藤校長は「地元の子どもに学校を理解してもらいたい。１人でも

多く地元から入学してもらえたら」と期待する。 

 説明会では町内の古丹別中（現在は閉校）出身の秋山美海（みみ）さん（２年）と、苫前中出身の石井湊

さん（同）ら５人が説明役を務めた。５人はパワーポイントを使い、地域の歴史や産業を学び地元産品の

マーケティングにつなげる「とままえ学」や、夏に２泊３日でオロロンラインなどを走る自転車ツーリング、

地元のイベントなどに出店し好評の「とまカフェ」などを紹介した。 

 販売実習などで必要なあいさつの体験も行った。５人は角度１５度の会釈から４５度の最敬礼まで３通り

のおじぎの手本を示し、中学生がそれに習った。説明会は時折ユーモアを交えながら進み、会場の体育

館には笑いが絶えなかった。 

 苫前中３年の佐井曖未（あいら）さんは「明るい雰囲気の学校の様子がよく分かった」と話す。講師の秋

山さんは「地元の苫前を学ぶ『とままえ学』はどこにもない科目。魅力を伝えられた」と満足そうだ。苫前中

の西山校長は「高校生自らが学校を紹介してくれたことで、生徒の心にも響いたと思う」という。（竹内博） 

北海道新聞 電子版 2023年 5月 26日 
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第８回ほっかいどう学連続セミナー 留萌の魅力支えるもの  

留萌小・高橋教諭ら実践発表等 

 

 【留萌発】ほっかいどう学推進フォーラム（新保

元康理事長）は２７日、第８回ほっかいどう学連続

セミナーを開いた。留萌市内の道の駅るもいを会場

にオンライン配信も実施。「留萌の魅力を支えるも

の再発見」をテーマに、発表やパネルディスカッシ

ョンを通して、留萌地域の将来について考えを深め

た。セミナーは、北海道各地の魅力とそれを支える

インフラの価値を再発見し、それをどのように教育

につなげるか議論するもの。関係者約４０人が参加した。同フォーラムの倉内公嘉副理事長があいさつ。同フ

ォーラムの活動に触れたほか、北海道にはまだまだ知らないことがたくさんあることから「新しいことを知る

ことはうれしい」と話した。続いて、道開発局留萌開発建設部の大石珠希次長が「あらためて知ってほしい留

萌インフラの底力」、留萌市立留萌小学校の高橋基文教諭が「道の駅るもいを核に未来の留萌を考えよ

う！」、苫前商業高校の稲瑞希教諭が「高校商業科みち学習構想～留萌の魅力発見モデルコースを考える」、

㈱コササルの金川文子チーフトラベルプランナーが「コササル留萌を目指して！」と題してそれぞれ発表し

た。うち高橋教諭は諸外国の石油禁輸等を背景とした太平洋戦争を例に、留萌で石油の研究をしていたことを

示すことで児童がその歴史を身近に感じ、自分事として考えるきっかけとなることを説明した。学びを身の回

りの出来事と結び付ける地域学習が主権者教育や社会参画の入り口となることを強調。今後の道の駅での学習

についても紹介した。稲教諭は生徒自らがツーリングのルートやスケジュールなどを考える自転車ツーリング

事業や、コーヒーや生徒開発商品などの販売をする苫カフェ、苫前町の文化や歴史を学ぶとままえ学について

紹介。みち学習については、３年生の課題研究としてオロロンラインの観光プランの作成に向けて外部講師の

講話やフィールドワークなどに取り組んでいることを説明した。みち学習を通して生徒たちに「３年間過ごし

た苫前町や留萌管内について観光という商品を通して考える力や企画力を身に付けさせたい」「達成感を味わ

ってほしい」などと話した。 このあと、パネルディスカッションでは、新保理事長がコーディネーターを務

めたほか、パネリストとして大石次長、高橋教諭、稲教諭、金川氏が参加した。 留萌地域の未来に向けて、

高橋教諭は今までは地域の問題を取り上げるとどうしても暗い話題にしかならないことに触れ「もっと地域に

明るい未来をつくろうとしていることを取り上げていかなければならないと感じた」。 稲教諭は、留萌建設

協会二世会の萌志会と生徒がワークショップを行ったことに触れ「その業界の方々の話を聞いて生徒の考えが

引き出されることが良かった。学校だけではなく、行政や企業の方々の話を聞いて、ディスカッションするこ

とで生徒の成長につながるのでは」とそれぞれ話した。    北海道通信 2023 年 5 月 30 日 



 

三毛別ヒグマ事件や農漁業史学ぶ 苫前商高の地域学スタート 

 

 【苫前】苫前商業高の地元の歴史や産

業を学ぶ地域学（とままえ学）が今年もス

タートした。１年生６人人は初回の授業

「歴史探検」で、７人が犠牲となり史上最

悪の獣害として知られる「三毛別（さんけ

べつ）ヒグマ事件」の復元地（町内三渓）

や、開拓期からの町の歴史を伝える郷土

資料館を見学した。 

 同校は昨年度、生徒の道外募集を始め

るに当たり、学校の特色づくりとして地域

学を導入した。今年の初授業は２６日に行われ、開拓期の１９１５年（大正４年）に起こった三毛別事件を

はじめ、町内の農業や漁業、酪農の歴史を学んだ。 

 生徒たちは町郷土史研究会の伊藤通康会長を講師に、三毛別事件の復元地を訪問。伊藤会長は体重

３４０キロ、体長２・７メートルのヒグマが開拓民を襲撃した惨劇の模様を解説し、生徒たちは熱心に耳を

傾けた。 資料館では、水揚げしたニシンを浜で煮る際に使った直径１・４メートル、深さ６０センチの鉄釜

や、足踏み式の脱穀機などの収蔵物を見学し、地元の産業に理解を深めた。村上芽華さん（１５）は「歴

史に触れることで、苫前をより深く知ることができました」と話していた。（竹内博） 

北海道新聞 電子版 2023年 5月 31日 
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建設企業７社に感謝状 苫前商高 校庭整備など 

 

佐藤校長（左から４人目）が感謝状を渡した 

 【留萌発】苫前商業高校（佐藤恵一校長）は５月２９日、同校で地域貢献活動に関する感謝状

贈呈式を執り行った。グラウンドや教員住宅敷地の整備などを行った７社に感謝状を贈呈。佐藤

校長はグラウンドの整備に触れ「体育行事等で有効活用したい」と謝意を示した。 

 今回の表彰は、㈱堀口組（留萌）や橋場産業㈱（苫前）、山本建設工業㈱（苫前）、渡部工業

㈱（苫前）、苫前建設工業㈱（苫前）、㈱道北土木（羽幌）、㈱和秀（留萌）の７社。 

 ７社ではグラウンドや教員住宅敷地の整備のほか、学校敷地内樹木の剪定、駐車場のライン引

きなどに取り組んだ。 

 贈呈式には各社の代表者が出席。佐藤校長が一人ひとりに感謝状を手渡した。 

 佐藤校長はグラウンド整備について授業での活用の幅が広がったことに触れ「体育行事等で有

効活用したい」と謝意を示した。北海道通信 2023-06-05 付 

 

 

 



 

 

北海道通信 2023-06-22 付 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日刊留萌  2023-6-27 掲載 

北海道通信掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

北海道通信掲載 2023-7-03 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日刊留萌掲載 2023 年 7月 10日（月） 掲載 

 

 



  



  



  



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道通信 2023 年 8月 7日(月)掲載 

 

 

 

 

 



 

北海道新聞 2023 年 8 月 29日(火)掲載 
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北海道新聞 電子版 10 月 2日(月)掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

北海道新聞 電子版 10 月 4日(水)掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

10 月 11日（水）北海道新聞掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

北海道通信 10 月 19日（木）掲載 

 

 

 

 

 



 

日刊留萌 10 月 28 日（土）掲載 

 

 



 

北海道新聞掲載 11 月 16日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

北海道通信 11 月 1日（木）掲載 

道教委が高校生防災サミット 地域防災の担い手に 災害時支援など理解深める 

 道教委は１０月３０日、ＴＫＰ札幌ビジネスセンター赤れんが前で北海道高校

生防災サミットを開催した。全道各地の高校生約１９０人が集い、地震、津波、火山災害など地域の課題に対応した

特色ある防災教育の実践を発表。各学校が今後取り組む「防災アクションプラン」について意見を交わし、地域防災

の担い手となる高校生の役割について理解を深めた。 同サミットは、令和元年度の「世界津波の日」高校生サミッ

トの成果を受け継ぎ３年度から開始。自他の命を守る資質・能力を身に付け、地域の防災活動や災害時の支援活動に

おける高校生の役割について理解を深めることを目的とする。 

 集合・オンライン形式で道内の５０高校から約１９０人が参加。道外からは岩手県立大槌高校の生徒が参加した。 

開会に当たり倉本博史教育長は、共に学び、考え、行動する仲間としての絆を深めるよう期待し「サミットで得た成

果を学校、地域、そして全道へと発信し、防災・減災に向けた取組を全道に広げてほしい」とあいさつした。 

 続いて上磯高校、苫前商業高校、伊達開来高校、奥尻高校、霧多布高校、大槌高校の生徒が実践発表。上磯高は防

災行動の時系列を整理した「マイタイムライン」の作成、家庭科における災害食の実習など教科をつないだ防災教育

を紹介し、地域をつなぐ主軸としての高校生の役割を提起した。 

 苫前商業高は、町民の被害を減らすため独自に作成したクマのハザードマップ「クマップ」を発表。伊達開来高は

有珠山の噴火に備えた校内防災地図の作成を発表するなど地域の特性に応じた実践を取り上げた。 

 つぎに道教育大学釧路校の境智洋教授が「地域防災の担い手として高校生に期待すること」と題して講演。災害を

自分事として捉え、主体的に関わるポイントや実践例を伝え、地域をつなぐ高校生のネットワークに期待を寄せた。 

 最後に各学校でまとめた防災アクションプランについて協議。生徒会主導による避難体制の整備、交通障害につ

いて理解を深める宿泊研修など様々な企画を共有した。 

 参加生徒は「自然環境の違いで自分たちでは思い浮かばなかった斬新なアイデアを知ることができた」「高校生が

避難所を運営することもある。自分事として考えていかなくてはならない」などと感想を述べ、新たな学びや気付き

を得た様子だった。 

 



 

 

北海道通信 11 月 30日（木）掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

北海道新聞 12 月 3 日（日）掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2023 年 12 月 9日（土）   朝日新聞掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2023 年 12 月 10 日（日）   朝日新聞掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2023 年 12 月 20 日（水）   北海道通信掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2023 年 12 月 20日（水）   日本農業新聞掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2024 年 1月 1日（月・祝）   日刊留萌掲載 

 



 

日刊留萌 2024 年 2 月 11日（日・祝） 

 

 

 



 

北海道通信 2024 年 2月 19 日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜苫前＞苫前商高３年の２人、全商１級合格 西田春菜さん、嶋田開

さん 電卓など３種目      <北海道新聞 電子版>2024年 3月 5日 18:25 

 

表彰状を手に「苫前商

高の３年間は楽しかっ

た」と話す西田さん

（左）と嶋田さん 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【苫前】苫前商高（佐藤恵一校長）の 3年生 2人が、全国商業高校協会（全商）が主催する検定試験で 3

種目で 1級に合格した。2人は 1日の卒業式で表彰状を受け取り、自信を胸に学びやを巣立った。 

 全商主催の検定は簿記、英語、商業経済など 9種目。西田春菜さん（18）=石狩市出身=と嶋田開さん

（18）=札幌市出身=の 2人は、このうち電卓と商業経済、ビジネス文書の 3種目で 1級を取得した。 

 西田さんは「試験前に休日を返上して先生が教えてくれたおかげで合格できた」と喜ぶ。嶋田さんも「自

信がない種目もあったけど合格できてうれしい」と笑みを見せる。 

 休日返上で指導に当たった担任の稲瑞希教諭は「2人とも目標を決めたらコツコツ取り組める。1級 3

種目取得は悲願でした」とほっとした表情を見せた。 

 北海商科大（札幌）に進学する西田さんは「もっと商業や経済の勉強を続けたい」と話し、札幌大に進む

嶋田さんは「公務員になりたい」と将来を語る。 

 親元を離れ、苫前で 3年間の寮生活を送った 2人は、学校祭やまちのイベント、ボランティア活動など

「苫前でしかできない経験を積めました」と話す。 
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北海道新聞 2024 年 3 月 27 日(水)掲載 
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2024 年 3 月 29 日(金)北海道通信掲載 

 



 

 

日刊留萌新聞 2024 年 3月 31日(日)掲載 



 

  



 

 


